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1.  平成21年6月期第3四半期の連結業績（平成20年7月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年6月期第3四半期 42,808 ― 479 ― 575 ― 327 ―
20年6月期第3四半期 41,795 9.8 436 15.0 531 20.2 316 24.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年6月期第3四半期 38.62 37.79
20年6月期第3四半期 37.77 36.69

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年6月期第3四半期 18,267 4,493 24.6 530.35
20年6月期 17,113 4,390 25.7 518.16

（参考） 自己資本   21年6月期第3四半期  4,493百万円 20年6月期  4,390百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年6月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
21年6月期 ― 0.00 ―
21年6月期 

（予想）
10.00 10.00

3.  平成21年6月期の連結業績予想（平成20年7月1日～平成21年6月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,850 3.4 332 △11.9 452 △12.0 250 △8.5 29.30
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、 ４ページ 【定性的情報・財務諸表等】  4． その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 1．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項について
は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 3．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
 2．当連結会計年度より 「四半期財務諸表に関する会計基準」 （企業会計基準第12号）及び 「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」 （企業
会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、 「四半期連結財務諸表規則」 に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年6月期第3四半期 8,478,080株 20年6月期  8,478,080株
② 期末自己株式数 21年6月期第3四半期  5,577株 20年6月期  5,077株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年6月期第3四半期 8,472,899株 20年6月期第3四半期 8,383,200株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題を発端とする世界的
な金融危機が実体経済に波及し、企業収益の悪化、設備投資の減退等により景況は急速に悪化いたしまし
た。 
 医療業界におきましては、引き続き、医師不足が深刻化しており、診療の縮小や休止を余儀なくされる
医療機関が増加することとなりました。また、全国の公立病院では、経営効率化を図るため、医薬品や医
療機器の共同購買、統合や独立法人化等に向けた動きがみられております。 
 当社グループが属する医療機器販売業界におきましては、高額備品を中心として、購入計画の見直しが
行われる等、景況の悪化による影響が顕在化することとなりました。また、医療機関からの値下げ要求
は、景況の悪化を受け、更に高まっており、医療機器ディーラーの経営環境は引き続き厳しさを増してお
ります。そのため、医療機器ディーラーでは、経営基盤の強化が喫緊の経営課題となっており、合併や業
務提携等に向けた動きが、これまで以上に加速しております。 
 このような経営環境の下、当社グループは『医療環境サプライヤー』として取引先医療機関に対し安
心・安全・安価に医療機器を提供するため、「医療材料の購買・在庫管理ソフト(ＡＳＰサービス)の提
供」、「残価設定型リースプランによる商品販売」を推進し、医療機関の経営改善に資するとともに、新
基幹システムの導入による社内業務の効率化および経費の見直しや圧縮に努めることにより、持続的な成
長を実現するための経営基盤の強化を進めてまいりました。 
 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は42,808百万円(前年同期比2.4％増)、営業利
益は479百万円(前年同期比10.0％増)、経常利益は575百万円(前年同期比8.1％増)、四半期純利益は327百
万円(前年同期比3.3％増)となりました。  
  

事業の種類別セグメントの概況は、以下のとおりであります。 
(1) 医療機器販売事業 

医療機器販売事業は、高額備品の販売が景気後退の影響により低調に推移したものの、消耗品の
販売が堅調に推移したことに加え、循環器関連の症例数増加に伴う高額消耗品および備品の販売が
引き続き堅調に推移したことにより、売上高は41,166百万円(前年同期比2.6％増)となりました。
利益面では、消耗品の販売にて利益が確保できたことに加え、売上増に伴う売上総利益の増加、循
環器関連の高額消耗品および備品の収益率の向上により、売上総利益は4,328百万円(前年同期比
6.2％増)となりました。 

  
(2) その他の事業 

その他の事業は、自治体・一般企業向けのＡＥＤ(自動体外式除細動器)の販売は低調に推移した
ものの、収益性の高い医療機器の修理及びメンテナンスが順調に推移したことにより、売上高は
1,642百万円(前年同期比1.5％減)、売上総利益は474百万円(前年同期比2.1％増)となりました。 

  
※ 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。従いま
して、当第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書と前年同四半期連結累計期間の連結損
益計算書とでは、作成基準が異なるため前年同期比較に関する情報は参考として記載しておりま
す。 

  

(1) 資産、負債及び純資産の状況 
当第３四半期連結会計期間末における財政状況は、総資産は、前連結会計年度末と比較して、1,154百

万円(6.7％)増加し、18,267百万円となりました。負債は、前連結会計年度末と比較して、1,051百万円
(8.3％)増加し、13,773百万円となりました。純資産は、前連結会計年度末と比較して、103百万円
(2.3％)増加し、4,493百万円となりました。これらの結果、自己資本比率は、前連結会計年度末と比較し
て1.1ポイント減少し、24.6％となりました。 
 主たる増減としましては、資産の部は、受取手形及び売掛金が983百万円、商品及び製品が391百万円の
増加、投資その他の資産が221百万円の減少となりました。負債の部は、支払手形及び買掛金が1,365百万
円の増加となりました。純資産の部は、利益剰余金が242百万円の増加、その他有価証券評価差額金が139
百万円の減少となりました。  
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

― 3 ―

協和医科器械㈱(3052)　平成21年６月期　第３四半期決算短信



(2) キャッシュ・フローの状況 
当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して、12百

万円減少し、2,093百万円となりました。  
 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ
ります。   

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 
営業活動によるキャッシュ・フローは561百万円の収入となりました。 

 主な要因としましては、仕入債務の増加額1,365百万円、税金等調整前四半期純利益567百万円等の
収入要因に対し、売上債権の増加額983百万円、たな卸資産の増加額391百万円等の支出要因が下回っ
たことによるものであります。  

(投資活動によるキャシュ・フロー) 
投資活動によるキャッシュ・フローは490百万円の支出となりました。 

 主な要因としましては、無形固定資産の取得による支出404百万円、長期前払費用の取得による支
出22百万円、敷金・保証金の差入れによる支出20百万円等の支出要因が上回ったことによるものであ
ります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払いによる支出83百万円の支出要因によるもの

であります。 
  

当連結累計期間におきましては、循環器関連の医療機器を販売する連結子会社である株式会社オズでの
高額消耗品の販売は、好調に推移する見通しでありますが、第４四半期以降、景気後退の影響により、取
引先医療機関において大型医療機器を中心に設備投資が滞る見込みであることに加え、値下げ要求も更に
強まる見通しであることから、現時点では、平成20年８月13日に発表しました平成21年６月期の連結業績
予想に変更はありません。ただし、当社グループを取り巻く今後の経営環境については、流動的な医療機
関の予算執行の状況に大きく依存していることから、医療機関の動向を注視し、業績予想に修正の必要性
が生じた場合には、直ちに開示いたします。 

  
  

該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 
  

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14
日 企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会
平成19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸
表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第
９号)を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、主として移動平均法による原価
法から主として移動平均法による原価法(収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)に変更しておりま
す。 
 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
①四半期財務諸表に関する会計基準等の適用

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,093,942 2,106,881

受取手形及び売掛金 10,215,179 9,231,889

商品及び製品 2,611,881 2,219,958

原材料及び貯蔵品 2,035 2,774

その他 556,933 449,856

貸倒引当金 △3,741 △3,399

流動資産合計 15,476,231 14,007,961

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 364,654 382,850

土地 803,171 803,171

その他（純額） 165,182 199,952

有形固定資産合計 1,333,007 1,385,974

無形固定資産 486,824 526,225

投資その他の資産   

その他 1,005,934 1,227,064

貸倒引当金 △34,533 △33,930

投資その他の資産合計 971,400 1,193,134

固定資産合計 2,791,232 3,105,334

資産合計 18,267,464 17,113,296
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,875,079 11,509,565

未払法人税等 192,287 112,132

賞与引当金 185,329 －

その他 345,217 838,387

流動負債合計 13,597,913 12,460,085

固定負債   

退職給付引当金 89,163 85,052

その他 86,916 177,703

固定負債合計 176,079 262,756

負債合計 13,773,993 12,722,841

純資産の部   

株主資本   

資本金 835,743 835,743

資本剰余金 742,148 742,148

利益剰余金 2,726,486 2,483,970

自己株式 △1,990 △1,845

株主資本合計 4,302,387 4,060,017

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 191,083 330,436

評価・換算差額等合計 191,083 330,436

純資産合計 4,493,470 4,390,454

負債純資産合計 18,267,464 17,113,296
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 42,808,220

売上原価 38,004,493

売上総利益 4,803,727

販売費及び一般管理費  

給料及び手当 1,798,715

従業員賞与 527,459

退職給付費用 87,790

法定福利費 301,079

減価償却費 184,217

賃借料 377,617

業務委託費 270,413

貸倒引当金繰入額 945

その他 775,654

販売費及び一般管理費合計 4,323,892

営業利益 479,834

営業外収益  

受取利息 2,442

受取配当金 2,419

仕入割引 86,171

その他 11,689

営業外収益合計 102,722

営業外費用  

支払利息 4,400

売上割引 454

リース解約損 1,587

その他 880

営業外費用合計 7,323

経常利益 575,234

特別損失  

固定資産除却損 2,764

減損損失 1,192

投資有価証券評価損 3,990

特別損失合計 7,947

税金等調整前四半期純利益 567,286

法人税、住民税及び事業税 318,812

法人税等調整額 △78,772

法人税等合計 240,040

四半期純利益 327,246
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 567,286

減価償却費 197,647

減損損失 1,192

賞与引当金の増減額（△は減少） 185,329

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,110

貸倒引当金の増減額（△は減少） 945

受取利息及び受取配当金 △4,861

支払利息 4,400

固定資産除却損 2,764

投資有価証券評価損益（△は益） 3,990

売上債権の増減額（△は増加） △983,892

たな卸資産の増減額（△は増加） △391,702

その他の流動資産の増減額（△は増加） △29,877

仕入債務の増減額（△は減少） 1,365,513

未払消費税等の増減額（△は減少） 33,127

その他の流動負債の増減額（△は減少） △157,038

その他 7,216

小計 806,152

利息及び配当金の受取額 3,078

利息の支払額 △4,400

法人税等の支払額 △243,354

営業活動によるキャッシュ・フロー 561,475

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △12,000

定期預金の払戻による収入 12,000

有形固定資産の取得による支出 △46,777

無形固定資産の取得による支出 △404,071

投資有価証券の取得による支出 △3,540

長期前払費用の取得による支出 △22,243

敷金及び保証金の差入による支出 △20,676

敷金及び保証金の回収による収入 6,637

その他 50

投資活動によるキャッシュ・フロー △490,622

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △145

配当金の支払額 △83,646

財務活動によるキャッシュ・フロー △83,792

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,938

現金及び現金同等物の期首残高 2,106,881

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,093,942
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正す

る内閣府令」(平成20年８月７日内閣府令第50号)附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四

半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

当第３四半期連結会計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日) 
該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 
当第３四半期連結累計期間(自 平成20年７月１日 至 平成21年３月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主要な事業の内容 

(1) 医療機器販売事業……医療機器の販売 

(2) その他の事業…………医療機器の修理及びメンテナンス、介護福祉機器の販売及びレンタル、医療材料の

購買・在庫管理ソフトのＡＳＰサービス等 

  

  
〔所在地別セグメント情報〕 

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年７月１日 至 平成21年３月31日) 
本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

  

  

〔海外売上高〕 
当第３四半期連結累計期間(自 平成20年７月１日 至 平成21年３月31日) 
海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年７月１日 至 平成21年３月31日) 
該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

医療機器
販売事業 
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

41,166,112 1,642,108 42,808,220 ― 42,808,220

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 41,166,112 1,642,108 42,808,220 ― 42,808,220

営業利益 1,381,773 38,867 1,420,641 (940,806) 479,834

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

― 9 ―

協和医科器械㈱(3052)　平成21年６月期　第３四半期決算短信



前年同四半期に係る財務諸表 

  

「参考資料」

(1)  (要約)四半期連結損益計算書

科  目

前第３四半期連結累計期間
(自 平成19年７月１日
至 平成20年３月31日)

金額(千円)

Ⅰ 売上高 41,795,819

Ⅱ 売上原価 37,255,774

   売上総利益 4,540,045

Ⅲ 販売費及び一般管理費

 １ 給与手当 1,741,579

 ２ 従業員賞与 519,639

 ３ 退職給付費用 85,396

 ４ 法定福利費 282,372

 ５ 減価償却費 94,517

 ６ 賃借料 402,763

 ７ 業務委託費 219,013

 ８ その他 758,381

  販売費及び一般管理費合計 4,103,665

   営業利益 436,379

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 2,234

 ２ 受取配当金 2,191

 ３ 受取手数料 5,840

 ４ 仕入割引 81,625

 ５ その他 8,659

  営業外収益合計 100,550

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 3,558

 ２ 売上割引 1,277

 ３ その他 109

  営業外費用合計 4,945

   経常利益 531,985
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科  目

前第３四半期連結累計期間
(自 平成19年７月１日
至 平成20年３月31日)

金額(千円)

Ⅵ 特別利益

 １ 固定資産売却益 20

 ２ 貸倒引当金戻入益 8,525

  特別利益合計 8,545

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産除却損 2,918

 ２ 減損損失 1,411

 ３ 投資有価証券評価損 4,019

 ４ その他 476

  特別損失合計 8,824

   税金等調整前四半期純利益 531,705

   法人税、住民税及び事業税 321,129

   法人税等調整額 △106,129

   四半期純利益 316,705
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(2)  (要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結累計期間
(自 平成19年７月１日
至 平成20年３月31日)

区  分 金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

   税金等調整前四半期純利益 531,705

   減価償却費 106,255

   減損損失 1,411

   賞与引当金の増減額(△減少額) 185,110

   退職給付引当金の増減額(△減少額) 10,365

   貸倒引当金の増減額(△減少額) △9,933

   受取利息及び受取配当金 △4,425

   支払利息 3,558

   固定資産除却損 2,918

   固定資産売却益 △20

   投資有価証券評価損 4,019

   売上債権の増減額(△増加額) △3,233,230

   たな卸資産の増減額(△増加額) △269,249

   その他流動資産の増減額(△増加額) △7,136

   仕入債務の増減額(△減少額) 2,455,522

   未払消費税の増減額(△減少額) 6,732

   その他流動負債の増減額(△減少額) △104,839

   その他 △3,107

    小計 △324,345

   利息及び配当金の受取額 2,919

   利息の支払額 △3,558

   法人税等の支払額 △225,528

  営業活動によるキャッシュ・フロー △550,512

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

   有形固定資産の取得による支出 △64,740

   有形固定資産の売却による収入 36

   有形固定資産の除却による支出 △165

   無形固定資産の取得による支出 △165,376

   投資有価証券の取得による支出 △3,688

   長期前払費用の取得による支出 △15,359

   敷金・保証金の差入による支出 △24,556

   敷金・保証金の返還による収入 17,176

   その他 781

  投資活動によるキャッシュ・フロー △255,892
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前第３四半期連結累計期間
(自 平成19年７月１日
至 平成20年３月31日)

区  分 金額(千円)

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

   配当金の支払額 △83,289

  財務活動によるキャッシュ・フロー △83,289

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △889,694

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 2,966,492

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,076,797
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